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「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

活
力
も
ら
う
」

那
賀
川
の
氾
濫
で
甚
大
な
浸
水

被
害
を
被
っ
た
。
農
業
体
験
予

定
の
農
地
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
も

ほ
と
ん
ど
が
水
没
し
、
と
て
も

受
入
は
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

た
。
事
業
を
中
止
す
る
べ
く
大

学
に
連
絡
す
る
と
「
災
害
復
旧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
か
が
で
し

ょ
う
か
」
と
の
温
か
い
お
話
を

い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
申
出
を
受
け
て
予
定
通

り
８
月
18
日
か
ら
、
最
初
は
災

害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
被
害
を
受
け

事
業
の
継
続
を
あ
き
ら
め
て
い

た
洋
ラ
ン
農
家
も
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

片
付
け
の
お

か
げ
で
事
業

を
再
開
す
る

こ
と
と
な
り
、

お
別
れ
会
で

は
学
生
と
手

を
取
り
合
い
、

涙
を
流
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

語
っ
て
い
た
。
学
生
が
水
害
に

沈
ん
で
い
た
加
茂
谷
地
区
に
活

力
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

今
年
も
、
８
月
24
日
か
ら
彼

ら
が
や
っ
て
く
る
。
若
い
声
が

山
間
に
こ
だ
ま
し
て
今
年
も
ま

た
元
気
を
も
ら
う
。

　

次
は
、
見
能
林
町
の
八
木
繁

明
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

加
茂
谷
地
区
の
地
域
お
こ
し
住

民
団
体
「
加
茂
谷
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
会
」
が
窓
口
と
な
り
、
東
京

の
武
蔵
野
大
学
か
ら
農
業
体
験
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

　

始
ま
り
は
平
成
26
年
４
月
、
当

時
の
阿
南
市
秘
書
広
報
課
長
か
ら

の
一
本
の
電

話
だ
っ
た
。

彼
は
私
の
出

身
校
の
後
輩

で
あ
る
が
、

そ
の
彼
が
東

京
事
務
所
長

だ
っ
た
時
、

同
大
学
の
「
学
外
学
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
担
当
課
長
と
親
交
が
あ
り
、

そ
の
縁
で
阿
南
市
で
の
受
入
を
依

頼
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
。「
先
輩
、

加
茂
谷
で
受
入
を
お
願
い
で
き
ま

せ
ん
か
」
と
の
電
話
か
ら
事
業
は

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
第
１
回
目
の
受
入
を

目
前
に
し
た
同
年
８
月
10
日
、
台

風
11
号
が
襲
来
。
加
茂
谷
地
区
は

十八女町
森岡 和美さん

学
校
給
食
調
理（
臨
時
的

任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容　
平
成
30
年
度
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
職
員

採
用
予
定
人
員　
業
務
の
必
要
に

応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

賃
金　
日
額
７
３
０
０
円　

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
・
写
真
貼
付
）
を
学
校

給
食
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
の
試
験
案
内
は
、
申
込
後
に

学
校
給
食
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
間　
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ
は　
学
校
給
食
課

（
☎
22

－

０
３
６
２
）
へ

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
と
は
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
収
益

性
の
高
い
優
良
品
目
・
品
種
へ
の

転
換
や
園
地
整
備
等
、
前
向
き
な

取
組
を
行
う
担
い
手
や
産
地
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
事
業
を
活
用
し
て
優

良
品
目
・
品
種
へ
の
改
植
を
実
施

し
た
担
い
手
に
対
し
て
、
改
植
後

の
未
収
益
期
間
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
２
次
申
請
に
向
け

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
６
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
～

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
２
階

会
議
室

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

（
第
２
次
募
集
）

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
総
務

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

申
請
方
法　
申
請
書
（
教
育
総
務

課
備
え
付
け
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
、
ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学

校
（
通
信
課
程
を
除
く･

高
等
専

門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

１
万
円
以
内
▼
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
年
生
）
お
よ
び
高
等
学

校
専
攻
科
（
１
・
２
年
生
）
３
万

円
以
内
▼
大
学
お
よ
び
専
修
学
校

（
高
等
課
程
お
よ
び
一
般
課
程
を

除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
程
度
▼
大
学
（
高
等
専
門
学

校
４
・
５
年
生
・
高
等
学
校
専
攻

科
１
・
２
年
生
含
む
）
お
よ
び
専

修
学
校
11
人
程
度

そ
の
他　
若
者
の
定
住
促
進
を
目

的
と
し
、
卒
業
後
の
償
還
期
間
中

に
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
に

対
し
、
償
還
額
の
一
部
を
減
免
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

教
育
総
務
課

（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

稲
刈
り
後
の
田
の
耕
起
に
つ
い
て

～
農
家
の
皆
さ
ま
へ
～

　

稲
刈
り
後
の
稲
わ
ら
を
田
ん
ぼ

に
放
置
し
て
お
く
と
、
大
雨
や
台

風
時
の
雨
水
と
共
に
水
路
に
流
れ

込
み
、
水
路
が
詰
ま
っ
た
り
、
漁

港
や
漁
場
に
お
い
て
は
漁
網
に
稲

わ
ら
が
詰
ま
る
被
害
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
防
止
の
た
め
、
稲
刈
り
後

は
速
や
か
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
転

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－

１
５
９
９
）
へ
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